
〈共
同
研
究
報
告
〉

『
太
陽
』
創
刊
号

の
反
響

『太陽』創刊号の反響

1
.
各
紙
誌

に
あ
た

っ
て

一
八
九
五

(明
治
二
八
)
年

一
月
五
日
付
け
で

創
刊

さ
れ
た

『太
陽
』
(博
文
館
).
が

、
当
時

の

九
々
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
か
と
い

う
問
題

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
永
嶺
重
敏
が

「
明

治
期

『太
陽
』

の
受
容
構
造
」
(『出
版
研
究
』
第

二
一
号
、

一
九
九

一
年

一
〇
月
)
で
か
な
り
詳
し
く

調
査
、
分
析
し
て
い
ゐ
。
永
嶺

は

「従
来

の
思
想

的
方
法
で
は
、
思
想
的
個
性

の
弱

い
こ

の
雑
誌

の

意
味
は
充
分
に
は
捉
え
き
れ
て
い
な
か

っ
た
」
と

し
て
、
先
行
し
て
い
た
雑
誌

『国
民
之
友
』
と
対

比
さ
せ

つ
つ
、
同
時
代

の
新
聞
雑
誌
の
批
評
や
記

事
を
駆
使
し
て

『太
陽
』
に
お
け
る

「
雑
誌

ス
タ

イ
ル

・
読
者
層

・
受
容
様
式
」

の
三
点
か
ら
考
察

を
試
み
、
こ
の
雑
誌
出
現

の
意
味
を
探

っ
て
い
る
。

今
回
、
筆
者
が
触
発
さ
れ
、
参
考
と
し
た
の
は
、

こ
の
論
文

の
第

一
章

「
『太
陽
』

の
登
場
」
で
、

こ
こ
で
永
嶺

は
、
創
刊
号
を
中
心
と
し
た
反
響
記

事
を
媒
介

に
、

『太
陽
』
が
と

っ
た
編
集

ス
タ
イ

ル
の
斬
新
性
を
強
調
し
て
い
る
。
永
嶺
が
取
り
上

げ
た
紙
誌

の
記
事

は

=

件

で
あ
る
が
、
筆
者
は

こ
の
数
は
当
時

の
新
聞

・
雑
誌
発
行
状
況
に
鑑
み

て
か
な
り
少
な
い
、
創
刊
号
に
関
す
る
記
事
は
も

っ
と
あ
る
は
ず
と
考
え
、
可
能
な
限
り
ほ
か
の
紙

誌
に
も
あ
た

っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
が
下
記

に
示

し
た

一
覧
で
あ
る
。
総
計
二
七
件
、
時
間
を
か
け

れ
ば
ほ
か
に
も
ま
だ
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

大

和

田

茂

と
り
あ
え
ず
以
下
、
特
記
す
べ
き
点
を

い
く

つ
か

報
告
を
し
た
い
。
な
お
、
す
べ
て

一
八
九
五
年
発

行
の
も

の
で
、
〈

〉
で
示
し
た
以
外
は
無
署
名
、

※
印
は
永
嶺
論
文
に
登
場
し
た
記
事

で
あ
る
。

①
新
聞

博
文
館
発
兌
の
太
陽

萬
朝
報

六
三
〇
号

一
月
八
日

太
陽都
新
聞

三
〇
〇
二
号

一
月
八
日

新
刊
書

太
陽

第

一
号

中
外
商
業
新
報

二
八
五
九
号

一
月

一
〇
日

新
著
批
評

太
陽

(第
壱
号
)

報
知
新
聞

六
六
四
二
号

一
月

一
〇
日
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※
新
刊
雑
誌

太
陽

一
号

時
事
新
報

四

一
七
七
号

一
月

一
二
日

※
太
陽

(第

一
号
)

東
京
朝
日
新
聞

三
〇
三
九
号

一
月

一
六
日

新
著
紹
介

太
陽

第

一
号

二
六
新
報

三
四
七
号

一
月

一
七

日

太
陽

第

一
号

国
会

一
二
三
七
号

一
月

一
九
日

最
近
出
版
書

太
陽

(第

一
号
日
本
橋
本
町
博

文
館
)

読
売
新
聞

六
二
七
七
号

一
月
二
〇
日

新
刊
紹
介

太
陽
第

一
号

国
民
新
聞

一
五

=
二
号

一
月
二

一
日

太
陽
第

一
号

大
阪
毎
日
新
聞

四
〇
〇
七
号

一
月

二
三
日

②
雑
誌

※
新
刊

『太
陽
』

国
学
院
雑
誌

第

一
巻
三
号

一
月

一
〇
日

時
文
月
旦

『太
陽
』
第

一
号

〈
は
し
つ
く
よ
〉

早
稲
田
文
学

七
九
号

(第

一
次
)

一
月

一
〇
日

※
太
陽東

京
経
済
雑
誌

七
五
九
号

一
月

一
二
日

※
批
評

太
陽
第

一
号

精
神

四
八
号

一
月

一
五
日

時
事

太
陽

国
光

=
二
号

一
月

一
六
日

蒐

録

新
刊
雑

誌

の

『太
陽
』
と

『帝
国

文

学
』
〈井
蛙
生
〉

反
省
雑
誌

第

一
〇
巻

一
号

一
月
二
〇
日

※
太
陽女

学
雑
誌

四
〇
六
号

一
月
二
五
日

※
新
刊
紹
介

太
陽

第

一
巻
第

一
号

`
教
育
時
論

三
五
二
号

一
月
二
五
日

太
陽

の
発
刊

教
育
報
知

四
五
八
号

一
月
二
六
日

時
文

太
陽
、
少
年
世
界

文
学
界

二
五
号

一
月
三
〇
日

※
太
陽

第

一
号

国
民
之
友

二
四
四
号

一
月
三
〇
日

※
紹
介

新
著
批
評

太
陽

第
壱
号

智
徳
会
雑
誌

一
三
号

一
月
三

一
日

新
刊
畧
評

太
陽

少
年
園

一
五

一
号

二
月
三
日

※
批
評

太
陽

〈晩
眠
生
〉

立
憲
改
進
党
党
報

三
八
号

二
月

一
二
日

時
文

『太
陽
』
第

一
号

〈青
年
文
記
者
〉

青
年
文

第

一
巻

一
号

二
月

一
〇
日

「太
陽
」

の
小
説
を
評
す

〈佐
々
醒
雪
〉

帝
国
文
学

七
号

七
月

一
〇
日

③
調
査

し
た
が
、
『太
陽
』
創
刊
号

に
言
及

が
な
か

っ
た
も

の

毎
日
新
聞

中
央
新
聞

日
出
新
聞

家
庭
雑

誌

自
由
党
党
報

進
歩
党
党
報

心
海

東
京

独
立
雑
誌

歌
舞
伎
新

報

女
鑑

六
合

雑
誌

婦
人
新
報

日
本
人

穎
才
新
誌

団
々
珍
聞

2
.
「未

曾
有

の
大
雑
誌
」

筆
者
が
当
た

っ
た
紙
誌

の
三
分

の
二
ほ
ど
に
共

通
す
る
評
価
は
、
何
と
言

っ
て
も

『太
陽
』
の
規

模

の
大
き
さ
に
関
し
て
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
永
嶺

の
称
す
る

「雑
誌

ス
タ
イ
ル
」

の
新
し
さ
、
す
な

わ
ち
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ソ
ル
を
包
含
し
よ
う
と
す
る

「
百
科
総
覧
的
厖
大
さ
」
に
関
係
す
る
も

の
だ
が
、
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『太陽』創刊号の反響

た
と
え
ば

「我
国
未
曾
有

の
大
雑
誌
な

り
」
(都

新
聞
)
「我
邦
未
曾
有
の

一
大
雑
誌
と
云
ふ
べ
し
」

(大
阪
毎
日
新
聞
)
「
『太
陽
』
は
巨
大
な

る
雑
誌

な
り
、
其
所
載

の
項
目
亦
夥
し
」
(青
年
文
-
記

者
は
田
岡
嶺
雲
)
「我
が
国
未
曾
有

の
大

形
雑
誌

と
聞
こ
え
た
る

『太
陽
』
第

一
号
出
づ
」

(早
稲

田
文
学
)
と

い
う
よ
う
な
言
葉
が
各
紙
誌
を
飛
び

か
い
、
ま
ず
は
四
六
倍
判

「
二
百
余
頁

の
大
冊
」

(国
民
新
聞
)
と
い
う
当
時

と
し
て
は
破

格

の
大

き
さ
に
、
誰
も
が
衝
撃
を
受
け
て
い
る
姿
が
浮
か

び
上
が

る
。
『知
徳

会
雑
誌
』
に

い
た

っ
て
は

「雑
誌

に
は
相
違
な
き
も
吾
人
は
終

に

こ
れ
を
雑

誌
と
し
て
待
遇
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
」
と
戸

惑
い
す
ら
見
せ
て
い
る
。

『太
陽
』
以
前
に
お
い
て
総
合
雑
誌

の
代
表
格

の

ひ
と
つ
で
あ
る
民
友
社
の

『国
民
之
友
』
は
、

ぺ

ー
ジ
数
が
通
常
五
〇
ペ
ー
ジ
、
最
高
の
発
行
部
数

が
二
万
部
で
あ
り
、
文
芸
雑
誌

『文
学
界
』

に
い

た

っ
て
は
平
均
三
〇
ペ
ー
ジ
余
、
創
刊
号
発
行
部

数
は
再
版
も
含
め
二
五
〇
〇
部
と
い
う
規
模
で
あ

っ
た
。
そ
の
他

の
専
門
雑
誌
な
ど
に
し
て
も
多
く

て

一
〇
〇
ぺ
ー
ジ
を
超
え
る
こ
と
は
め

っ
た
に
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
雑
誌
発
刊
状
況

の

中
で
、
日
清
戦
争

の
勝
利

に
よ
り
新
時
代
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま
で
博
文
館
が
出
し
て
い
た

十
数
種

の
諸
雑
誌
を
整
理
統
合
し
て
、
こ
の
大
総

合
雑
誌
を
出
し
た
こ
と
は
人
々
を
瞠
目
さ
せ
る
に

充
分

で
、
し
か
も
発
行
部
数
は
い
さ
さ
か
誇
張
は

あ
る
も
の
の
二
八
万
五
千
と
い
う
桁
違

い
の
数
字

だ

っ
た
。

こ
れ
と
同
時

に
多
く

の
記
事

・
図
版

で
こ
ん
な

大
部
の
雑
誌
が

た
っ
た

一
五
銭
と

い
う
値
段
も
、

驚
き
を
も

っ
て
迎
え
ら
れ
た
理
由

の
ひ
と

つ
で
あ

る
。
「
『当
代
第

一
流

の
諸
名
家
を
こ
の

一
巻
に
集

い
ふ

む
而
し
て
其
の
価
僅
か
に
十
五
銭
な
り
』
と
云
に

至

つ
て
は
吾
人
は
其
至
廉
な
る
に
驚

か
ざ
る
を
得

ざ
る
な
り
」
(報
知
新
聞
)
「然
り
而
し
て
此
大
々

的
雑
誌
価
僅
か
に
十
五
銭
と
は
博
文
館
主

の
胆
玉

も
又
随
分
太
か
ら
ず
や
否
歟
」
(智
徳
会
雑
誌
)

と
驚
き
の
声
が
各
所
か
ら
起
こ
る
。
永
嶺
も
述

べ

て
い
る
よ
う
に
、
薄
利
多
売
を
旨
と
し
て
、
都
市

中
産
階
級
層
や
学
生
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
幅
広

い
情

報
誌
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
ピ
ー
ル
大

罎
が

一
五
銭
前
後
、
通
常
七
〇
ペ
ー
ジ
ぐ
ら
い
の

『国
光
』
と
い
う
雑
誌
が

一
三
銭

で
あ

る
の
に
対

し
て
、
本
文
だ
け

で
二
二
六
ペ
ー
ジ
の

『太
陽
』

創
刊
号

一
五
銭
は
や
は
り
安

い
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
Qさ

ら
に
も
う
ひ
と

つ
の
評
判
は
、
高
度
な
写
真

銅
版
技
術
に
よ
る
口
絵
や
鮮
明
な
挿
絵
が
ふ
ん
だ

ん
に
掲
載

さ
れ

て
い
る
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。

「太
陽

一
号
は
博
文
館

よ
り
発
行
す

る
雑
誌

に
し

て
紙
数

の
多
き
と
色
々
様
々
の
事
柄
を
掲
げ

た
る

は
外
に
類

の
な
き
所
な
ら
ん
殊
に
各
大
臣
両
院
議

長
の
肖
像
も
あ
り
其
外
美
麗
の
挿
画
も
あ
り
て
読

者

の
目
を
喜
ぼ
す
便
利

の
雑
誌
と
申

す
べ
し
」

(時
事
新
報
)
「加
ふ
る
に
挿
む
と
こ
ろ
の
各
大
臣

上
下
両
院
議
長
副
議
長

の
肖
像
さ
て
は
諸
種

の
画

図

の
如
き
皆

一
代

の
画
伯
が
手
腕
を
揮
ふ
て
名
匠

が
版

に
付
せ
し
も
の
」
(報
知
新
聞
)
「最
も
吾
人

の
眼
を
惹
く
も

の
は
其
朧
夜
流

の
挿
画

の
艶
麗
な

る
事
是
な
り
」

(国
民
新
聞
)
「且

つ
挿
入
の
絵
は

頗
る
鮮
明
に
し
て
西
洋
雑
誌

の
画
色
も
及
ば
ざ
る

と
こ
ろ
あ
り
」
(国
民
之
友
)
と

い
う
よ
う

に
、

『太
陽
』
は
目

で
も
楽
し
め
る
ビ
ジ

ュ
ア
ル
マ
ガ

ジ
ン
の
要
素
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
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の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
日
本

に
お
い
て
写
真
銅
版
を
導
入
し

た
の
は
、
日
清
戦
争
を
機
に
し
て
で
あ

っ
た
。
坪

谷
善
四
郎
著

『博
文
館

五
十
年
史
』

(
一
九
三
七

年
六
月
)

に
は
、
『太
陽
』
創
刊

の
前
年

(
一
八

九
四
年
)
八
月
末

に
出
さ
れ
た

『日
清
戦
争
実

記
』
(月
三
回
発
刊

で
、
五
〇
篇

で
完
結

)
で
そ

の
最
初

の
試

み
が
成
功
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。

当
初
館
主

の
海
外
視
察
を
了

て
帰
朝

せ
ら

る
〉
や
、
最
新

の
技
術
を
応
用
し

て
出
版
に

試
み
ん
と
期
せ
し
に
、
偶
々
此
時

写
真
師
小

川

一
真
氏
は
、
そ
の
頃
諸
外
国
に
行

は
る
〉

写
真
銅
版
の
技
術
を
我
国
に
も
利

用
せ
ん
と

欲
し
て
来
り
勧
め
た
。
是
ま
で
我

国
雑
誌

の

人
物
肖
像
は
、
専
ら
石
版
の
み
を
用
ひ
た
が
、

「
日
清
戦
争
実
記
」
は
始

め
て
写
真

銅
版
を

採
用
し
、
出
征
の
陸
海
軍
人
を
首

と
し
、
日

清
韓
三
国

の
時
局
に
活
躍
す
る
主
要

の
人
物

写
真
を
集
め
て
盛
ん
に
巻
頭
を
飾

り
、
そ
れ

に
戦
局
地
図
を
添

へ
、
本
文
記
事

は
三
国
従

来
の
関
係
よ
り
開
戦
に
至

る
ま
で

の
経
緯
を

詳
述
し
て
戦
況
に
及
び
、
記
事
と
写
真
を
相

待
ち
、
従
来
比
類
な
き
雑
誌
を
発
行
し
た
れ

ぽ
、
当
時
敵
愾
心
の
最
高
潮
に
達
し
た
る
全

国
民
の
要
求

に
適
合
し
、
本
誌

一
た
び
出

で

て
忽
ち
雑
誌
界
を
風
靡
し
、
九
月
九
日
第
二

編

の
出
る
ま
で
に
、
第

一
編
は
既
に
数
版
を

重
ね
た
。
(中
略
)

こ
の

「日
清
戦
争
実
記
」

の
好
評
を
博
し
た

原
因
は
種
々
あ
る
中

で
、
始
め
て
写
真
銅
版

を
利
用
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
与

つ
て
大
で
あ

る
。

(後
略
)

日
本
で
初

め
て
の
近
代
的
大
戦
争
を
よ
り
リ
ア

ル
に
報
道
す
る
た
め
に
は
、
雑
誌

の
生
命
線
と
も

言
え
る
写
真
製
版
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
た
。
そ
こ
で
博
文
館

は
他
社

に
先
ん
じ

て
写
真
銅
版
技
術
導
入

に
成
功
し
、
『日
清
戦
争

実
記
』
は
空
前

の
売
れ
行
き
を
見
せ
た
。
そ
し
て
、

ほ
ぼ
四
か
月
後

の

『太
陽
』
創
刊
に
対
し
、
博
文

館

(中
で
も
両
雑
誌
の
編
集
長
格

で
あ

っ
た
坪
谷

善
四
郎
)
は
こ
の
点
を
見
逃
さ
ず
、
『
日
清
戦
争

実
記
』
を
上
回
る
ペ
ー
ジ
数

の
口
絵
な
ど
を
入
れ
、

雑
誌

の
ビ
ジ

ュ
ア
ル
化
を
図

っ
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
小
川

一
真
は
ア
メ
リ
カ
で
写
真
技
術
や

コ
ロ

タ
イ
プ
印
刷
術
を
学

ん
だ
人
物

で
、
そ

の
こ
ろ
写

真
館
や
写
真
製
版
所
を
経
営
し
た
り
、
写
真
家
と

し
て
も
多
彩
な
活
動
を
し
た
。

か
つ
て
な
い
分
厚

い
雑
誌

『太
陽
』
の
中

に
は
、

多
様
な
ジ

ャ
ン
ル
の
記
事

・
論
説

・
創
作

・
図
版

が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
掲
載
さ
れ
、
読
者
は
必
ず
し

も
最
初

の
ペ
ー
ジ
か
ら
読
ん
で
い
く
と
い
う
形
を

と
ら
ず
、
自
ら
興
味

の
わ
く
と
こ
ろ
だ
け
を
読
み
、

ま
た
は
目
で
見
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
受
容

の
仕

方
を
取

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
当
時
で
は
、

新
し
い
雑
誌

の
読
み
方
だ

っ
た
は
ず
で
、
た
と
え

ぽ
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
読
み
た
い
ジ

ャ
ン
ル
や
記
事

だ
け
を
部
分
読
み
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
編

集
さ
れ
た
ら
し
い
。
で
あ
る
か
ら
、
本
文

ル
ビ
に

つ
い
て
言
え
ば
、
家
庭
欄
や
創
作
欄
な
ど
、
女
性

や
若
年
者
な
ど
が
多
く
読
む
欄

に
は
、
総

ル
ビ
が

付
さ
れ
て
い
た
り
で
、
記
事

に
よ
っ
て
は
、
パ
ラ

ル
ビ
、
あ
る
い
は
ル
ビ
な
し
の
と
こ
ろ
が
か
な
り

あ
る
。
や
は
り
読
者
対
象
を
記
事

に
よ

っ
て
分
別

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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3
.
「
百
科
総
覧
的
」

と

い
う

こ
と

さ
て
、
規
模
や
図
版
で
は
人
々
の
驚
愕

を
誘

っ

た

『太
陽
』
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
内
容

に
お
い
て

は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
論
説
、
史
伝
、
文
学
、
家

庭
、
政
治
、
法
律
、
芸
術
、
科
学
、
商
業

、
農
業
、

工
業
、
海
外
思
想
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
の
分
野
に
つ
い
て
の
情
報

を
伝
え
よ

う
と
す
る

「百
科
総
覧
的
」
雑
誌

へ
の
見
方
は
、

さ
ま
ざ
ま
評
価
を
生
ん
で
い
る
。

む
ろ
ん
中
に
は
、
引
用
は
省
く
が
、

『中
外
商

業
新
報
』
『大
阪
毎
日
新
聞
』
『国
光
』
な
ど

の
よ

う

に
ご
く
簡
単
な
内
容
紹
介

で
コ
メ
ン
ト
ら
し
き

も

の
も
な

い
記
事
や
、
『都
新
聞
』

(「我
が
国
未

曾
有

の
大
雑
誌
な
り
大
家

の
議
論
林

の
如
く
有
益

な
る
記
事
山

の
如
く
其
他
鮮
明
な
る
図

画
あ
り
快

活
な
る
文
苑
あ
り
其
総
員
数
は
二
百
を
超

へ
夫
れ

で
定
価
十
五
銭
と
は
実

に
安

い
物
な
り
」)
、
『東

京
朝
日
新
聞
』
(「未
曾
有

の
大
雑
誌
現

は
れ
た
り

紙
数
二
百
五
十

ペ
ー
ジ
名
文
山

の
如
く
大
家
林

の

如
し
」
)
『東
京
経
済
雑
誌
』
(「巻
首
に

は
現
内
閣

諸
大
臣
の
鮮
明
な
る
肖
像
あ
り
、
巻
中

に
は
文
学

及
び
科
学
に
関
す
る
専
門
大
家

の
論
文
あ
り
て
読

み
沢
山
の
好
雑
誌
な
り
、
雑
誌
あ
り
て
以
来
未
だ

此

の
如
き
大
雑
誌
は
あ
ら
ず
」
)
の
よ
う

に
ひ
と

あ
た
り
最
大
公
約
数
的
賛
辞
を
呈
し
て
、
内
容
に

立
ち
入
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
あ
と
ほ

と
ん
ど
が
こ
の

「百
科
総
覧
的
」
大
雑
誌

に
対
し

屈
折
し
た
評
価
を
下
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

そ
れ
は
何

か
と

い
う
と
、
ま
ず

「
雑
駁
」
と
い

う
評
語
が
散
見
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ

の

「雑
駁
」
と

い
う
言
葉
に
は
、
否
定
的
な
傾
向

が
支
配
し
て
い
る
。
た
と
え
ぽ

「若
し
夫
れ
雑
駁

な
る
は
学
術

の
普
及
を
計
る
が
為
め
に
し
て
是
れ

則
ち
太
陽

の
太
陽

た
る
所
以
な
り
と
云
は
ゴ
余
輩

何
を
か
云
は
ん
」

(立
憲
改
進
党
党
報
)、
「其
材

料
の
豊
富
な
る
丈
に
雑
駁

に
失
し
、
是
を
以
て
纏

ま
り
た
る
思
想
を
得
ん
と
欲
す
る
こ
と
は
難
か
る

べ
く
、
太
陽
も
ま
た
纏
ま
り
た
る
思
想
を
伝
ふ
る

を
以
て
自
期
す

る
も

の
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
(教

育
時
論
)、
「
と
に
か
く
に
も
斯
る
大
雑
誌
は
博
文

館
な
ら
で
は
出
し
得
ま
じ
、
ま
た
博
文
館
な
ら
で

は
決
し
て
か
〉
る
雑
駁
無
性
質

の
雑
誌
は
出
す
ま

じ
。
即
ち
博
文
館
相
当

の
雑
誌

と
い
ふ
べ
し
」

(青
年
文
)
と
い
う
論
調

に
お
い
て
は
、
『太
陽
』

は
ま
と
ま

っ
た
編
集
方
針
を
持
た
ず
ひ
た
す
ら
多

く
の
記
事
を
載
せ
無
秩
序
だ
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

だ
が
、
逆
に
こ
の

「雑
駁
」
的
特
徴
は
、
ひ
と

つ

の
主
義
主
張
を
も

っ
て
編
集

せ
ず
に
、
多
く
の
論

説
、
情
報
を
多
面
的
に
提
供
す
る
も

の
と
し
て
高

く
評
価
す
る
声
も
か
な
り
あ

っ
た
。

『読
売
新
聞
』
の

「
…
…
其
欠
点
は
所
謂
博
文
館

も
の
に
て
雑
駁
な
り
と
の
非
難
を
免
熟
ざ
る
こ
と

も
、
併
し
雑
駁
な
る
は
却

つ
て
智
識
普
及
を
計

る

方
便

に
し
て
即

『太
陽
』

の

『太
陽
』
た
る
特
質

は
此
処

に
あ
る
こ
と
も
…
…
」
や
、
『早
稲
田
文

学
』
の

「吾
人
は

『太
陽
』

の
雑
駁
に
傾
き
て
、

動
ー
も
す
れ
ば
曩
日

の

『大
家
論
集
』
と
さ
し
た

る
径
庭
な
ぎ
に
終
は
ら
ん
か
を
恐
る
る
共
に
、
其

の
国
民

の
普
通
智
識
を
進

め
て
、
学
問
の
弘
通
を

賛
く
る
の
効
大
な
り
を
信
ず
る
な
り
」
「
『太
陽
』

の
包
容
す
る
所
は
広
、
文
学
者
も
読
ま
ざ
る
べ
か

ら
ず
、
政
治
家
も
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

一
科
を

討
究
す
る
に
意
な
き
も
広
く
天
下
の
智
識

に
接
し

て
自
家

の
偏
見
固
陋
を
破
ら
ん
と
す
る
も
の
に
向

て
は
、
吾
人
特

に
此

の
雑
誌
を
推
薦
す
る
に
躊
躇
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せ
じ
、
所
謂
雑
誌

の
本
意
は
こ
こ
に
あ

れ
ぽ
な

り
」
と
い
う
よ
う
に
、
「雑
駁
」
ゆ
え

に
か
え

っ

て

一
党

一
派
に
偏
せ
ず
広
く
情
報
提
供

の
場
と
し

て
の
役
割
が
果
た
せ
る
と
い
う
考
え
も
提
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
の

「雑
駁
」
と
は
見
方
に
よ

っ
て
は
欠

点
で
も
あ
り
、
長
所
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
要
す

る
に
評
者
が
雑
誌
と
い
う
も
の
を
ど
う
考

え
る
か

に
よ

っ
て
、
『太
陽
』
の
評
価
が
分
か
れ

て
く
る

の
で
あ
る
。

創
刊
号
巻
頭
、
大
橋
新
太
郎
が
書

い
た

「
太
陽

の
発
刊
」
に
は
、
「今

『太
陽
』
の
期
す

る
所
は

普
く
専
門
諸
大
家

の
力
を
集
め
、
広
く
中
外
諸
人

に
紹
介
し
て
以
て
相
互
の
智
見
を
交
換

せ
し
め
ん

と
す
る
に
在
り
。
是
我
が

『太
陽
』
が
当
代
第

一

流
の
諸
名
家

に
の
み
執
筆
寄
稿

の
労
を
請

ひ
、
成

る
べ
く
平
易

に
成
る
べ
く
趣
味
多
か
ら
し

め
ん
と

力
む
る
所
以
な
り
と
す
」
と
あ
る
。
こ

こ
に
は
、

広
く
浅
く
で
も
や
は
り
よ
り
多
く
の
知
識

、
情
報

を
掲
載
し
普
及
し
て
い
く
こ
と
を
第

一
の
編
集
方

針

に
据
え
て
い
た
こ
と
が
明
白

に
読
み
取

れ
る
。

創
刊
号
に
限
ら
ず
、
各
号
ま
さ
に
当
時

の
大
家
と

い
わ
れ
る
学
者
、
文
人
、
評
論
家
を
並
べ
て
、
口

述
筆
記
や
講
演
速
記
録
、
ま
た
し
ぼ
し
ぽ
他

の
雑

誌
書
籍
か
ら
の
転
載

に
よ

っ
て
誌
面
を
作
る
ノ
ウ

ハ
ウ
は
す
で
に

『日
本
大
家
論
集
』
以
来
博
文
館

の
得
意
と
す
る
も

の
だ

っ
た
し
、
と
き
に
は
相
反

す
る
論
調
が
無
造
作
に
隣
り
合
わ
せ
に
載
る
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
が

「雑
駁
」
と
の
声
が
異
口
同
音
に

起

こ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
博
文
館
で

は
こ
ん
な
批
判
は
少
し
も
意

に
介
さ
な
か

っ
た
ろ

う
し
、
む
し
ろ
我
が
意
を
得
た
り
と
の
心
境

で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
執
筆
者
は

一
流
の
人
物

で
な
け
れ
ぽ
意
味

が
な
い
、
内
容
が

「
雑
駁
」

の
う
え
に
二
流
、
三

流

の
メ
ン
バ
ー
で
は
雑
誌
は
売
れ
る
わ
け
は
な
い

の
だ
か
ら
。
こ
の
大
家
主
義
に
つ
い
て
は
不
思
議

に
ほ
と
ん
ど
の
紙
誌
が
こ
だ
わ
り
を
持

っ
て
い
な

い
が
、
た
だ
、
こ
れ
を
真

っ
向
か
ら
論
難
し
て
い

る
の
は
、
『反
省
雑
誌
』
の
井
蛙
生
で
あ

る
。
彼

は

つ
ぎ

の
よ
う
に
激
し
く
攻

め
込
ん
で
い
る
。

さ
は
れ
大
を
誓
ひ
た
る
こ
の
雑
誌
は
、
其
の

名
の
如
く
、
果
し
て

一
切
現
象

の
真
面
目
を

公
平
に
自
然

に
映
照
し
得
と
断
言
す
る
か
、

其
の
光
と
も
力
と
も
頼
む
大
家

の
、
真

に
大

家
た
る
価
値
を
ま
つ
那
辺

に
求
む
る
か
、
何

等

の
標
準
に
依
り
、
何
等

の
見
解
を
以

て
、

大
家
と
非
大
家
と
を
判
別
し
、
大
家
を
推
し
、

非
大
家
を
排
す
る
か
、
世
間
は
広
し
、
名

の

み
て
実
な
き
人
も
多

か
ら
ん
に
…

(後
略
)

さ
ら
に
こ
の
井
蛙
生
は
、
全
体
的

に

『太
陽
』

の

「愛
読
者
」
と
し
て
好
意
的
な
批
評
を
展
開
し

て
い
る
の
だ
が
、
『太
陽
』
の
啓
蒙
主
義
的
傾
向
、

「成
る
べ
く
平
易
成
る
べ
く
趣
味
多
か
ら
し
め
ん
」

と
す
る
編
集
方
針

に
不
満

の
意
を
表
し
再
考
を
促

し
て
い
る
。
『太
陽
』
創
刊

の
四
年
後

に

『反
省

雑
誌
』
は
誌
名
を

『中
央
公
論
』
と
変
え
、
仏
教

評
論
誌
か
ら
総
合
雑
誌

へ
脱
皮
し
、
『太
陽
』
と

並
ぶ
大
雑
誌
に
成
長
し
て
い
く
が
、
後
年
、
こ
の

雑
誌

の
名
編
集
長
と
い
わ
れ
た
滝
田
樗
陰
な
ど
が

新
人
作
家
登
用
に
手
腕
を
ふ
る
っ
た
り
、
同
誌
が

日
本
の
言
論
界
を
リ
ー
ド
す
る
雑
誌
と
し
て
重
厚

な
存
在
に
な

っ
て
い
く
の
を
思
う
に
つ
け
、
す
で

に
こ
の

『
反
省
雑
誌
』

の
時
代
か
ら

『太
陽
』
と

は
対
照
的
な
進
み
方
を
画
す
よ
う
な
萌
芽
が

こ
こ

に
見
え
る
と
い
う
の
は
過
言

で
あ
ろ
う
か
。
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『反
省
雑
誌
』
以
外
に
こ
の
大
家
主
義

、
網
羅
主

義

に
関

し
て
批
判
的
な

の
は
、
『早
稲

田
文
学
』

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
は
し
つ
く
よ
と

い
う
人
物
で
、
彼
は
文
章

の
平

易
は
容
認

で
き
て
も

「吾
人

の
本
欄

(「論
説
」

欄
を
さ
す
)
に
対
す
る
希
望
は
、
力
め
て
創
作

の

論
文
を
掲
ぐ
る
に
あ
り
、
平
凡
な
る
演
説
筆
記
、

旧
著

の
抜
粋
な
ど
は
、

い
か
に
大
家
な
れ
ば
と
て
、

さ
ま
で
有
り
難
か
ら
ざ
る
心
地
す

べ
し
」

(カ

ッ

コ
内
は
引
用
者
)
と
い
う
よ
う

に
、
『
太
陽
』

の

談
話
筆
記
や
他
か
ら
の
再
録
を
主
に
し
た
編
集
方

法

へ
不
満
を
述
べ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
を
強
く

,求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
雑
誌
の
い
わ
ぽ
致
命

的
と
も
言
え
る
弱
点
を

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

4

外
国
雑
誌

の
模
倣
か

そ

の
他
、
注
目
す
べ
き
批
評
と
し

て
は
、
『太

陽
』
が
創
刊
す
る
に
当
た

っ
て
手
本
と
し
た
外
国

雑
誌
は
何
か
と

い
う
小
さ
な
議
論
が
あ

る
。

『二

六
新
報
』
は
、
コ

言

に
之
れ
を
評
せ
ば
本
誌
は

夫
の
有
名
な
る
レ
ヴ

ュ
ー
、
オ
ブ
、

レ
ヴ

ュ
ー
ス

に
似
て
彼
よ
り
は
数
層

の
上
に
あ
り
と
言
ふ
を
得

べ
き
歟
」
と
書
き
、
『文
学
界
』
は

「
編
輯

の
体

裁
は

一
見
米
の

『
ハ
ー
パ
ー
ス
』
独

の

『あ
づ
ま

や
』

の
如
き
観
あ
り
」
、
『女
学
雑
誌
』
は

「体
裁

は

『評
論

の
評
論
』

に
拠

る
も

の
の
如
し
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
短

い

コ
メ
ン
ト
な
が

ら
、

ア
メ
リ

カ

(あ

る

い

は

英

国
)

の
総

合

雑

誌

『↓
団
国

国
国
く
H国
♂<

○
国

幻
国
く
H国
く
『ω
』
『団
費
b
Φ『、ω』

(以
下
、
日
本
語
表
記
す

る
)
な
ど
を
連
想
、
近

似
性
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、

一
方

で
は

『少
年
園
』
の
記
者
は
、

「
二
三
の
雑
誌

に
こ
れ
を
彼

の
有
名
な
る
評
論

の

評
論

に
擬
し
た
る
も
の
あ
り
し
は
、
何

の
意
な
る

を
知
ら
ず
。
其
体
裁
部
類

の
区
分
は
い
ふ
も
更
な

り
、
雑
誌

の
目
的
主
旨
に
至
る
ま
で
、
更

に
相
類

す
る
痕
迹
だ
も
認
む
る
能
は
ず
、
然
る
に
尚
こ
れ

を
以
て
評
論

の
評
論
に
似
た
り
と

い
は
ゴ
、
彼

の

記
者

ス
テ
ィ
ド
氏

は
、
こ
れ
を
聞

き

て
憤
泣

せ

ん
」
と
、
お
そ
ら
く
は
上
記
二
紙
誌
を
念
頭
に
し

て
で
あ
ろ
う
、
か
な
り
強

い
調
子
で
反
論
し
て
い

る
。こ

の
見
解

の
対
立
を
ど
う
見
た
ら
よ
い
の
か
。

た
し
か
に

『太
陽
』

の

「海
外
思
想
」
欄
に
は
、

『
ハ
ー
パ
ー
ス
月
報
』
(
『出
霞
b
Φ
『.ω
昌
Φ
≦
ヨ
O
暮
窄

ξ
ヨ
鋤
ひq
鋤
N冒
Φ
』
)
や

『評
論

の
評
論
』
な
ど
か
ら

の
抜
粋
記
事
が
転
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
欧
米

の
雑
誌
と

『太
陽
』
が
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を

物
語

っ
て
い
る
し
、
多
く
の
記
事
を
載
せ
て
い
る

総
合
雑
誌
と
い
う
点
で
は

一
見
似
か
よ

っ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。
だ
が
、
約

=
二
〇
ペ
ー
ジ
の

『評
論

の
評
論
』
に

つ
い
て
は
、
多
彩
と

い
っ
て

も
世
界

の
動
き
を
主
要
記
事
に
、
ひ
と
月
分

の
新

聞
記
事

の
抜
粋
や
書
評
、
人
物
伝
な
ど
、
必
ず
し

も
大
衆
向
き
と
は
言
え
な

い
内
容

で
、
実
用
的
な

記
事
な
ど
な
く
、
多
彩
な
編
集
構
成
に
は
な

っ
て

い
な
い
。
対
象
と
す
る
読
者
層
が
は
っ
き
り
違

っ

て
い
る
よ
う
だ
し
、
『太
陽
』
と

の
近
似
性
は
な

い
と
言

っ
て
よ
い
。

こ
の
点
で
は

『少
年
園
』
記
者

の
見
方

は
正
し

い
と
思
わ
れ
る
が
、
も
う
ひ
と

つ
の

『
ハ
ー
パ
ー

ス
』

の
方
は
、
絵
や
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
世

界
の
話
題

・
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く
伝
え
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
伺
わ
れ
る
し
、
『評
論

の
評
論
』

よ
り
大
衆
向
き
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

情
報
誌
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
『太
陽
』
は

『
ハ

ー
パ
ー
ス
』
に
近

い
。
し
か
し
こ
の
点
以
外
に
は
、
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こ
の
雑
誌
と
も
目
立

っ
た
類
似
性
は
認

め
ら
れ
な

い
。
創
刊
に
あ
た

っ
て
、
こ
れ
ら
外
国

の
雑
誌
を

大

い
に
参
考
に
は
し
た
だ
ろ
う
が
、
博
文
館
は
そ

れ
ら
と
ま

っ
た
く
同
じ
よ
う
な
雑
誌
を
出
そ
う
と

は
考
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
根
本
的
に
は
、

博
文
館

の
独
特

の
個
性
が
生
ん
だ
雑
誌
だ
と
思
わ

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
創
刊
号

に
は
、
尾
崎
紅
葉

の

「取

舵
」
、
饗
庭
篁
村

の

「従
軍
人
夫
」
と

い
う
小
説

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
や
は
り
大
家

の
二
篇

に
詳
し
く
言
及
し

て
い
る
の
は
、
『帝
国

文
学
』

『反
省
雑
誌
』
『女
学
雑
誌
』
『文
学
界
』

な
ど
で
、

篁
村

の
作
品
は
、
「軽
妙
洒
脱

の
筆
」
「
さ
す
が
老

練
の
筆
と
や
い
は
ん
」
と
評
判
は
い
い
が
、
紅
葉

作
と
さ
れ
る

「取
舵
」

に
は
、
作
者
が

真
に
紅
葉

な
の
か
疑
義
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
現

代
で
は
、
こ
れ
は
紅
葉
門
下
の
泉
鏡
花

が

「な
に

が
し
」

の
名

で
書
い
て
い
た
時
代

の
作

で
あ
る
こ

と
は
周
知

の
事
実
で
、
現

に

『鏡
花
全

集
』
第

一

巻

(岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
)
に
収

録
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
た
ち
ま
ち
に
見
抜

い
た

の
は
、

実

は

『文
学
界
』
記
者
だ
け
で
あ
り
、

彼
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
ざ
や
か
な
推
理
を
働
か
せ
て
い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

紅
葉
子
が
取
舵
と
い
ふ
小
説
は
な
に
が
し
作

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
筆
法
に
同
じ
。
な
に
が
し
と
は
門
下

の
泉

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

某
氏
な
る
由
、
義
血
侠
血
が
某
な
れ
ぽ
取
舵

も
某
な
ら
む
、
取
舵
が
紅
葉
な
ら
ば
義
血
侠

へ血
も
紅
葉
な
ら
む
。

こ
の

『文
学
界
』

の

「時
文
」
欄
担
当
者

の
正

体
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
即
断

は
で
き
な
い
。

だ
が
、
あ
れ
こ
れ
と
推
理
す
れ
ば
、
同
人

の
戸
川

秋
骨
か
平
田
禿
木
に
絞
ら
れ
る
。

い
ず
れ
か
で
あ

る
こ
と
は
確
か
と
い

っ
て
よ
い
。

一
方
、
『帝
国

文
学
』

の
佐
々
醒
雪

は
、
「而
し
て
其
文
章
は
な

に
が
し
時
代

の
作

に
等

し
く
」
「紅
葉

の
作
と
し

て
は
頗
る
不
出
来
な
る
者

の

一
な
り
」
と
述
べ
、

同
様
に

『反
省
雑
誌
』

の
井
蛙
生
も

「近
来
む

つ

か
し
き
漢
語
を
多
く
用

い
ら
れ
た
る
子
が
文
体
は

…
」
と
や
は
り
紅
葉
作

で
あ
る
こ
と
を
か
す
か
に

疑

っ
て
い
る
も
の
の
、
紅
葉
直
筆
を
否
定
し
て
い

な
い
。
今
か
ら
見
る
と
、
お
も
し
ろ
い
現
象
で
あ

る
。以

上

の
よ
う
に

『太
陽
』
創
刊
号
に
は
、
当
時

多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
批
評

・
紹
介
記
事
が
出
た
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
思
う
。
こ
の
ほ

か
小
さ
な
こ
と
で
は
、

一
ニ
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
英
文

欄
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
日
本

の
雑
誌
界

に
と

っ
て
画
期
的
で
あ

っ
た
の
に
、
そ
れ
に
あ
ま
り
注

目
す
る
記
事
が
な
い
こ
と

(永
嶺

に
よ
れ
ば
英
文

を
解
す
る
読
者
が
少
な
く
こ
の
欄
は
翌
年
に
は
廃

止
さ
れ
、
ま
た
縮
小
さ
れ
復
活
す
る
と

い
う
)、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

『早
稲
田
文
学
』

の
は
し
つ
く
よ
が
宗
教
欄
を
欠

い
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
た
め
で
な
か
ろ
う
が

次
号
か
ら
そ
れ
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ

と
な
ど
、
細
か
い
点
も
ほ
か
に
多
々
あ
る
が
、
今

回
は
こ
れ
に
と
ど
め
た
い
。

(付

記
)

引

用
文

等

に

つ
い

て
は
、
原
則

と

し

て

ル
ビ
を
省

き
、

旧

漢
字

は
新
漢

字

に
、
変

体
が

な

は
ひ
ら
が

な

に
改

め

た
。
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